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本日のご説明内容 

１．レジデンスセンターの設立経緯と役割 

 

２．本学の学生寮の概要 

 

３．国際学生寮ＷＩＳＨ（2014年3月オープン） 

 

４．質疑応答 

【配付資料】 

・パンフレット「学生寮のご案内2015」 

・国際学生寮ＷＩＳＨ リーフレット 
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１．レジデンスセンターの設立経緯と役割 
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レジデンスセンター設立経緯と役割 

○優秀な留学生と地方学生のさらなるリクルートにおける宿舎確保が重要に 

 ⇒新たな学生寮建設への機運の高まり 

 
○旧中野警察学校跡地の払い下げが行われ、学生寮設置が決定（ 2007年） 

 ⇒学生寮は単なる住居ではなく、学生の成長の場として位置づけが決定 

 

○文部科学省の学生支援GPに採択（ 2007年度） 

 プロジェクト名「異文化共生社会で生きる力を養う実践活動」 

 日本人と留学生の交流事業及び学生寮における異文化理解の促進 

 

○田無学生寮竣工（2008年4月） 

 ⇒大学直営寮を新入生のスタートアップを支援する位置づけを明確に 

 

○学生部学生生活課内に「学生寮デスク設置」（2008年12月） 

 

○学生部外局としてレジデンスセンターが開設（2010年1月） 



２．本学の学生寮の概要 



早稲田大学直営寮・提携寮（2015年入学者対象【予定】） 

【ご参考】「学生寮のご案内2015」p.3-4の学生寮一覧 



早稲田大学直営寮とは① 

 

○ 早稲田大学が直接運営する寮（３寮） 
 

 ・ 中野国際コミュニティプラザ 国際学生寮WISH（男女別フロア） 

 ・ 東伏見学生寮（男子のみ） 

 ・ 市嶋記念千駄木学生寮（女子のみ） 

 

○ 住み込みの管理人、大学が選抜・研修したＲＡ※、 

   レジデンスセンターの連携で寮生をサポート 
※市嶋記念千駄木学生寮にはRAの配置なし 

＊これまで国際学生寮として活用されてきた田無学生寮は、国際学生寮WISHの完成に伴い、 

 2014年度以降は体育各部部員を対象とした「田無紺碧寮」になりました。 



早稲田大学直営寮とは② 

○ 独自の「Social Intelligence （SI）プログラム」を実施 

  （2013年度までは田無学生寮、2014年度からは国際学生寮WISHにて） 

 

○ 季節や文化に応じたイベントの開催 

  （お花見や七夕パーティなど） 

 

○ スタートアップの位置付け 
  （入寮期間：4月入学者は2年間、9月入学者は1.5年間） 
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早稲田大学提携寮とは 

○ 早稲田大学と協力関係にある企業が管理・運営 

 

○ 早大生専用 【RA配置あり】   

  ・ WID（男子・女子・男女別フロア） 全9棟 

  ・ エスポワール目白（女子のみ） 

 

○ 他大生も入居 【RA配置なし】 

  ・ 早稲田大学推薦学生寮（男子・女子） 全10棟 



３．国際学生寮WISH
（2014年3月オープン） 
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＊安全面より、通学には公共交通機関を利用することを  
 推奨（自転車通学は推奨せず）。 



中野駅周辺マップ 

中野国際コミュニティプラザから中野駅周辺までの約16.8haは、 

2013年度に再開発されたエリアです。 
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■中野国際コミュニティプラザ フロア構成 

※フロアガイド詳細イメージ：「学生寮のご案内2015」p.7-8 ご参照 
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■基本情報① 
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■基本情報② 
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入寮状況（国籍別） 
国籍 割合（％） 

日本 74.9 

韓国 8.6 

中国 5.2 

日本・アメリカ 2.5 

台湾 2.0 

アメリカ 1.2 

マレーシア 0.7 

シンガポール 0.5 

インドネシア 0.5 

日本・シンガポール 0.4 

その他留学生 3.5 
来年の9月入学者の入寮で完成年度
を迎え留学生比率向上予定 

【その他国籍】 

カナダ、スウェーデン、ノルウェー、 

イギリス、フランス、タイ、ラオス 

ペルー、香港の他、二重国籍（日本と 

カナダ・メキシコ・オーストラリア・ 

韓国・イタリア、韓国とボリビア、 
タイとインドネシア、台湾とカナダ、
フィリピンとイタリア、フランスと 

セネガル 

25.1 
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■コンセプト① 寮室は全室個室 

個室内設備： 
 

○ ベッド 
○ ベッドマット 
○ エアコン 
○ ブラインド 
○ クローゼット 
○ 冷凍冷蔵庫（２ドア） 
○ 机（デスクライト・本棚付き） 
○ 椅子 
○ TV端子（※） 
○ Wi-Fi利用可 

個室／8.6㎡  リビング／17.1㎡ 
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寮室・リビング 

全室個室 
基本設備が完備され、 

スーツケースひとつで 

大学生活をスタートできます。 

ユニット内リビング 
LED照明や気圧差による自然換気など、 

環境への配慮がなされています。 
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■コンセプト② 充実した共用施設 
フィットネスルーム 

   フィットネスマシン 

   卓球台 

   ヨガスペース 

 
音楽室 

   大１室 小２室 

 
ラウンジ 
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■コンセプト③ 地震時の揺れの抑制 

▲ 積層ゴム 

免震装置の設置により、通常の1.5倍相当の耐震安全性を確保。1階と2階の間の
中間免震層に、5種類の免震装置をバランスよく配置しています。 

▲ 転がり支承 
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■コンセプト④ ハウスマスターやRAのサポート 
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■各フロア（定員95名）を4色のエリアに分け、各エリアにRAを配置 
■現在は9フロアに合計31名が配置されている（うち留学生4名、多重国籍2名） 
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■コンセプト⑤ SIプログラム 

■協力企業より先輩社会人をファシリテイターやアドバイザーとして派遣頂いています 
■SIプログラム優秀者には海外研修等のアワードを予定（費用は一部を除き大学が負担） 
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SIプログラム アワード 

○2012年度に台湾、2013年は香港で実施。 
 2014年度夏はマレーシアでの海外研修と福岡地元企業でのインターンシップ実施。 

○SIプログラムにおいて顕著な活動をした寮生には国内・海外でのビジネスシーン  
 体験などの機会を提供。 

         <<渡航費、宿泊費を支給>> 

海外研修（販売体験） 国内研修（農作業体験） 
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 寮内イベント（一例） 

新寮生歓迎会 
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 寮内イベント（一例） 

七夕パーティ 
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 寮内イベント（一例） 

カレーセミナー 
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 寮内イベント（一例） 

カレーセミナー 
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 寮外イベント（一例） 

スポーツ大会 
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地域連携（一例） 

近隣清掃活動 
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地域連携（一例） 

近隣公園でのイルミネーション参加 
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地域連携（一例） 

東京子供図書館とのプログラム連携 



WASEDA  University 

寮生達は世界中からWASEDAに集った精鋭たちと共に暮らし、 
グローバルなネットワークを展延しています。 


